
令和7年度　地域の児童等に対する支援体制の状況及び中核機能としての体制の確保に関する取組の実施状況

法人名

１．基本要件

項番 項目

1
市町村及び地域の関係機関との連携
体制

2
幅広い発達段階及び多様な障害特性
に応じた専門的な発達支援及び家族支
援を提供する体制

3
地域の障害児通所支援事業所との連
携体制

4 ｲﾝｸﾙｰｼﾞｮﾝの推進体制の確保

5
入口としての相談機能を果たす体制の
確保

6
地域の障害児支援体制の状況及び基
本要件に関する取組の状況をの公表

7
従業者に対する年間の研修計画を作成
し、当該計画に従い、１年に１回以上研
修を実施

２．市評価

該当
に〇

評価（伊佐市）

〇

実施内容

中核拠点施設適合チェックリストの７項目の報告が
あったが、適切に行えていると評価することは難し
い。

運営委託先 　社会福祉法人正念寺福祉会　理事長　吾孫子　幹

　0995-22-5566

評価年月日：令和8年３月31日

委託先法人が中核拠点機能に求められる役割を理解し、中核拠点登録適合チェックリストの７項目を踏まえ、適切に
業務運営てきていると評価する。

・自立支援協議会（こども部会、相談支援部会含む）への参加
・こども部会は部会長となり、現場での困りごとなどを検討
・市の支援検討会議、システム検討会への参加
・教育委員会の就学支援委員会や特別支援連携協議会へ委員として参加

・児童クラブや放課後等デイサービス利用児童及び保護者への支援
・地域医療機関からの専門職の派遣による専門的な発達支援
・毎月、グループごとに保護者カンファレンスの実施
・保育所等訪問支援実施体制の確保

・研修会・講演会の実施（①②）・呼びかけ（③④）
　　①令和７年11月21日　「放デイ・児発　　みんなで一緒に学習・交流会 」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師：谷延　幸祐先生（社会福祉法人麦の芽福祉会）
　　②令和８年２月15日　「発達保障をめざす保育実践・療育実践交流集会」　話題提供者として参加
　　③令和８年３月14日　「行動障害のある人びとと心を通わすために ～ すべての人は生きる意味を求めている ～」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師：白石　正久先生（龍谷大学名誉教授）
　　④令和８年３月15日　「｢発達のねがい｣に学び､実践を創造する ～ 子どもから大人まで共通する｢ねがい｣とは ～」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師：白石　正久先生（龍谷大学名誉教授）
・こども部会でのケース検討継続
・見学や研修の受け入れ
・伊佐放デイ連絡会との連携、今後も継続して学習会共同開催を決定

・保育所等訪問支援実施体制の確保
・こどもの状態に応じて、並行通園への移行を進める
・地域理解の促進と、教職員交流による地域の小中学校の支援体制の充実を図るために、伊佐市に新しい特別支援学校を作る
会の誘致活動の取組
・保育所等関係機関の要請に応じて園を訪問し、相談に対応している
・保育所等関係機関向けの研修会の案内や実施
　　令和８年３月15日　「｢発達のねがい｣に学び､実践を創造する ～ 子どもから大人まで共通する｢ねがい｣とは ～」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師：白石　正久先生（龍谷大学名誉教授）

・障害児相談支援の実施（県指定あり）
・親子教室へ毎週参加し、こどもや保護者への支援を実施

・本書類により公表

・園内研修は毎月実施
・園外の各種研修についても、毎年参加し、支援の質について学びを深めている
　　　(全障研、全通連、県通連、九州合研、保問研、県主催研修会など）

評価内容

報告の通り、中核拠点機能に求められる役割を理
解し、中核拠点登録適合チェックリストの7項目を
満たしている。

報告の通り、中核拠点機能に求められる役割を理
解しているが、中核拠点登録適合チェックリストの７
項目は不十分である、

事業所名

住所

連絡先

適応加算種別

　伊佐市

　伊佐市子ども発達支援センターたんぽぽ

　伊佐市大口上町46番地１

　中核機能強化加算Ⅲ　（主として専門的な発達支援及び相談支援を行う上で中心となる者を配置）


